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はじめに

　２００８年３月５日、響流館のメディアホール

において、私は「釋迢空『死者の書』の周辺

─景教碑の二つの模造石碑」と題する講演

をし、唐代中国の長安に建立された大秦景教

流行中国碑の原碑と二つの模造石碑について

述べ、安藤礼二編『初稿・死者の書』（国書刊

行会、２００４年）所収の安藤による解説「光の

曼荼羅」に言及した。その後、洛陽から新た

に出土した景教経幢に関する情報を満載した

葛承雍主編『景教遺珍─洛陽新出唐代景教経

幢研究』（文物出版社、２００９年５月）が到来し

たので、さっそく２００９年度後期の大学院の授

業「中国中世の宗教文物」において詳しく吟

味した。幸いなことに博物館の今年度の経費

で、この景教経幢、すなわち『大秦景教宣元

至本経及幢記』の拓本を購入できたので、新

収蔵品の紹介を兼ねて、小論を綴っておく。

Ⅰ．釋迢空『死者の書』の周辺

　かつて私が決定版『折口信夫全集』第１３巻

（中央公論社、１９９６年）の月報に「『死者の書』

と「身毒丸」と」と銘うって書いたように、

折口信夫（１８８７～１９６３）の作品の中で、学生

時代からの愛読書は『死者の書』と、高安の

長者と俊徳丸の伝説を題材とする短編の「身

毒丸」の２篇であった。なぜ「身毒丸」かと

言えば、謡曲『弱法師』のシテ俊徳丸にゆか

りの、河内の俊徳道にごく近い地に私が生ま

れ育ったからである。１９７４年になって、中公

文庫の『死者の書』が〈極楽の東門に　向ふ

難波の西の海　入り日の影も　舞ふとかや〉

に始まり、四天王寺にあった日想観往生とい

う風習を取り上げた「山越の阿弥陀像の画

因」を付載して刊行されたので、折口が『死

者の書』を執筆した詳しい背景を理解するこ

とができた。その機会に、改めて『死者の

書』を読み返したところ、学生時代とは印象

がまったく異なっているのに驚かされた。

　二上山近くの岩窟の中で永い眠りから覚め

た死者、大津皇子がモデルの滋賀津彦を主人

公とする初めの数節には以前ほど感銘をうけ

なかったのに、春の彼岸の中日から一年がか

りで、玄奘新訳の『称讃浄土仏摂受経』一巻

を千部手写する、藤原南家の郎女が登場する

第六節に読み進むや、不可思議な胸騒ぎを覚

え、ぐいぐいと引き込まれた。写経の行為そ

のものに共感を覚えたのではなく、西暦７６０

年頃の我が国の首都奈良において、学問や芸

術の味わいを知り始めた人士たちが、唐から

渡ってくる書物を手に入れるために、せめて

太宰府へだけはと、筑紫下りを念願したとす

る設定に感心したのである、と回想したので

あった。

　中公文庫版『死者の書』が活字を大きくし

て改版される際に、月報執筆が縁で意見を求

められたので、「身毒丸」を加えることと、

唐代長安の景教碑と洛陽の景教経幢
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表紙カバーのエジプト王家の谷にある墓の壁

画の模写を、夕焼けの二上山を撮った見事な

入江泰吉の写真「大津皇子の眠る二上山」に

代えることを提案し、『死者の書・身毒丸』

（１９９９年）として実現した。

　月報を執筆して以降、折口『死者の書』に

関する衝撃的な２冊の著書が現れた。すなわ

ち富岡多恵子『釋迢空ノート』（岩波書店、

２０００年）と、前掲の安藤礼二編『初稿・死者

の書』である。富岡は、折口と同じ「大阪び

と」の土地勘を生かして、いくつもの新しい

見解を提示した。まず折口の『釋迢空ノー

ト』の「ノート１　法名」で、明治４４年９月

２５日付の絵ハガキの差出人として「迢空沙

弥」と署名していることに着目し、学者とし

ての論文は折口信夫の本名によって書かれる

のに対し、釋迢空は歌人（文学者）としての

筆名（雅号）であると一般に理解されている

ことに疑問をいだいた。そして折口家の菩提

寺である大阪木津の浄土真宗の願泉寺で営ま

れた折口の十三回忌に参列した岡野弘彦が、

位牌の戒名（浄土真宗では法名という）が

「釋迢空」となっていたと述べていることを

傍証として、釋迢空は法名であると断定し

た。

　富岡はまた、その法名を付けた坊さんこそ

折口が「自撰年譜」に、１８歳で上京した際に

同居した「新仏教家」の藤無染であろう、と

推測している。藤無染（１８７８～１９０９）は、西

本願寺の末寺の西宝寺に生まれたが、当時気

鋭の仏教徒によって結成された「仏教清徒同

志会」を母胎として発行された『新仏教』な

る雑誌の主張に共鳴したのだろう、と述べて

いるのである。

　安藤礼二は、釋迢空の名義で３回に亙って

『日本評論』に連載された『死者の書』を、当

初の構成のままに復刻した『初稿・死者の

書』の編集に際して、「死者の書・続篇」の

（第一稿）・（第二稿）や「口ぶえ」などを収録

した。青磁社版（１８４３年）を始めとする単行

本の『死者の書』は２０節からなるが、初稿の

『死者の書』の第一回「死者の書」４節は、単

行本の第六・第七・第三・第四の各節の順に

なっている。すなわち、初稿では、私が中公

文庫版の『死者の書』で再読した際に引き込

まれた第六節から、始められていたことにな

る。この組み替えについては、決定版『折口

信夫全集』第２７巻の巻末改題で、すでに指摘

されていたが、見落としていた。

　安藤は『初稿・死者の書』の巻末に、富岡

多恵子の新説を継承しつつ、早稲田大学で考

古学を修めた経歴を生かし、「光の曼荼羅」

中公文庫の表紙カバー



大谷大学図書館・博物館報（第２７号）　（ 9 ）

と題する雄大な解説を発表した。安藤はやが

て、この「光の曼荼羅」を含む膨大な評論集

『光の曼荼羅─日本文学論』（講談社、２００８年）

を刊行、さらに『霊獣─「死者の書」完結篇』

（新潮社、２００９年）において、魅力あふれる構

想を展開している。

　安藤は、「死者の書・続篇」の（第二稿）で

大臣が参照している書物『西観唐紀』なるも

のは、折口の作りあげたフィクションである

が、そのモデルは唐代の長安につくられた巨

大な石碑「大秦景教流行中国碑」略して「景

教碑」で、景教とはキリスト教ネストリウス

派のことで、「光り輝く宗教」なので、「光の

曼荼羅」という題で『死者の書』の構想を探

求した。安藤はさらにこの「景教碑」のレプ

リカを１９１０年に空海の眠る高野山に建立した

イギリス人女性、仏教とキリスト教の根本に

おける同一を確信し、雑誌『新仏教』第１０巻

第８号に高楠順次郎訳で「物言ふ石　教ふる

石」を寄稿したE. A.ゴルドン夫人に注目す

ることによって、「新仏教家」藤無染との関

連を浮かび上がらせ、ひいては『死者の書』

と「死者の書・続篇」を執筆する動機を解明

したのである。なお、この論文は組み替えら

れてイー、ヱー、ゴルドン原著・高楠順次郎

訳『弘法大師と景教』（丙午出版社、１９０９年）

という単行本として出版されているが、内容

はまったく同じである。

Ⅱ．長安の景教碑の原碑と二つの模造石碑

　安藤礼二が注目した石碑「大秦景教流行中

国碑」すなわち「景教碑」は、ネストリウス

派のキリスト教が唐代、中国に流行した状況

を記した記念碑で、西安の陝西省博物館内の

碑林に現存する。唐の７８１年、国都長安の義

寧坊にあった大秦寺に立てられたもので、明

代の末年、１６２５年に同寺の後身の金勝寺の境

内の土中から発掘された。碑文は漢文とシリ

ア文字とからなり、建立の施主は中央アジア

のバルク出身の伊斯で、漢文は大秦寺の僧景

浄の作であった。内容は、景教の簡単な教義

と、６３５年に阿羅本によって伝えられ、長安

に初めて寺院が建てられて以降の変遷を記し

ている。キリスト教の東方伝道に関する 古

の史料として、早くから西洋の学者からも注

目されていた。やがて景教の壁画や経巻も各

地の遺跡から姿を見せ、西洋人の関心をひい

た。景教碑をキリスト教国に移すべきだとす

る論議も活発となったのである。

　１９０７年にはデンマークのジャーナリスト、

F.ホルム（何楽模）が西安に赴いて買収に尽

力したが失敗し、石匠を招いて原碑と同大同

質の、重量２トンの模造石碑を、金勝寺の境

内で造ることにした。足掛け３カ月かけて仕

上がった模造碑と原碑とは、一見しては区別

のつかぬ程の出来栄えであると、ホルム自身

が自慢している。中国官憲は警戒し、原碑を

碑林に移した。模造碑は特別製の馬車に載せ

て鄭州に向かい、京漢鉄道で漢口まで運ばれ、

漢口税関で一旦は差し押さえられたが、まも

なく上海をへて米国に送られ、ニューヨー

クのメトロポリタン博物館に付託品として

陳列された。ホルムの回想録My Nestorian 

adventure in China（１９２３）には、漢口駅に到

着した重さ２トンの模造石碑が現地の人々に

取り囲まれている写真が載せられている。

ホルムの著書の表紙
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１９１７年以降、この模造石碑はローマ法王庁所

属の博物館に安置された。

　ホルムは、同大の亀趺のみの欠いた石膏模

型を造って、希望に応じて配布した。１０数個

が造られたが、日本では１９１３年に京都大学に

贈られ、到着を記念して桑原隲蔵が「大秦景

教流行中国碑に就きて」と題する講演をし

た。桑原は１９０７年当時、西安一帯を旅行して

いたが、中国官憲によって原碑の亀趺を碑林

に移すのと、ホルムが模造石碑を西安から鄭

州に運ぶ途中を目撃するという奇遇を経験し

ていたのであった。桑原隲蔵「大秦景教流行

中国碑に就いて」（『東洋史説苑』弘文堂書

房、１９２７年）、および桑原『考史遊記』（岩波

文庫、２００１年）参照。

　京都大学に贈られる石膏模型に先立ち、

１９１１年９月２１日に高野山の奥の院に建立され

た景教碑の模造石碑がある。建造を発願して

出資したのは、ヴィクトリア女王の女官をつ

とめた後、オックスフォード大学でマック

ス・ミューラー（１８２２～１９００）に師事して、

比較宗教学を修めたE. A.ゴルドン夫人（１８５１

～１９２５）であった。夫人の一生の概略につい

ては、中村悦子「E. A.ゴルドン夫人の生涯」

（『早稲田大学図書館紀要』３０、１９８９年）が　

情報を提供している。夫人がマックス・

ミューラーの同門の日本人留学生高楠順次郎

らと知り合ったことが、彼女のその後の生き

方を決定したこと、１９０７年８月以降しばしば

来日し、「日英文庫」とよばれた厖大な洋書

を日比谷図書館に寄託したこと、かねてから

の持論である仏教とキリスト教の同根をあら

ゆる方向から実証しようとしたこと、景教碑

の複製を高野山に建立し、１９２０年頃に再来日

して京都ホテルに滞在、研究三昧の日を送

り、１９２５年６月２７日に同ホテルで逝去、葬儀

は京都東寺において仏式によって営まれたこ

と、生前に早稲田大学に「ゴルドン文庫」が

設置されていたばかりか、没後に同名の文庫

が高野山大学に収蔵され、高野山の景教碑の

傍ら、八葉蓮華に十字架を配した墓の下に

眠っていることなどを、中村は述べていたの

である。夫人が横浜で印刷して丸善から刊行

した架蔵の著書には、景教碑の模造石碑を高

野山の奥の院に献呈した際の写真が図版とし

て掲載されている。

　このゴルドン夫人逝去の当夜に、高野山か

ら派遣された水原堯栄が京都ホテルで営んだ

純真言宗葬の模様を復元しつつ、夫人の研究

が藤無染を通じて、折口信夫「死者の書・続

篇」の構想に深甚な深い影響を与えたであろ

漢口駅頭の模造石碑

高野山における除幕式の様子
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う、と述べるのが、前掲の安藤礼二『霊獣─

「死者の書」完結篇─』（新潮社、２００９年）で

あり、本書は前年に上梓された雄篇『光の曼

荼羅─日本文学論─』（講談社、２００８年）の

「Ⅱ　光の曼荼羅」を敷延したものなのであ

る。

　ちなみに、武内博編著『来日西洋人名事典

─増補改訂普及版─』（日外アソシエーツ、

１９９５年）の見出し人名では「ゴードン夫人」

となっている。また家蔵の、１９１８年１月７日

付で、インドのカシミール、スリナガルで書

かれた探検家オーレル・スタインのゴルドン

夫人宛て書簡は、オックスフォードのSayce

教授が東京と京都で講義したニュースを伝え

るとともに、スタインの第三次中央アジア探

検の概報の抜き刷りを所望した夫人の書簡に

対する返信であるが、その書き出しは‘Dear 

Mr. Gordon’となっていて、A.スタインから

は男性とみられていたのである。

Ⅲ．唐代洛陽の“感徳郷”出土の景教経幢

　F.ホルムとE. A.ゴルドン夫人が、唐代長

安の景教碑の模造石碑を作ったのは、１９０７年

と１９１１年であった。それからほぼ１世紀が経

過した２００６年に、洛陽の古玩市場に唐代の大

秦景教の石経幢が出現して、専門家に衝撃を

与えるのである。

　前掲の葛承雍主編『景教遺珍─洛陽新出

唐代景教経幢研究』によると、仏教の経幢を

真似て刻され、下半部が失われた八面体の筒

型で、一面の幅は１４センチ、残存している上

半部の高さは８４センチである。内容は『大秦

景教宣元至本経』と、『大秦景教宣元至本経

幢記』すなわち解説である。経幢は、元和９

（８１４）年に胡人の墓主の神道の側に立てら

れ、大和３（８２９）年に遷挙の儀式が行われた

もので、『大秦景教流行中国碑』が建立され

てから４８年のちのことである。

　洛陽市第二文物工作隊の報告によると、古

玩市場に出現した石経幢は、考古学者が発掘

したものではなく、１９７６年前後に、唐代にソ

グド人を中心とする胡人たちの集落があった

洛陽県感徳郷（現在の洛陽市洛龍区李樓郷の

斉村東南１キロ）の台地で旱天に備えて井戸

を掘るためのボーリング調査中に、地下２

メートル余の地点で偶然に八面体の石経幢を

発掘した。始めは村の打穀場に、のちに斉村

小学分校院内に保存していたが、数年前に盗

まれた。上海経由で外国に持ち出されようと

したこともあるらしい。

景教経幢の拓本
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　イラン系のソグド人が、ゾロアスター教を

信仰して、唐代の中国社会で活躍したことに

ついては、文庫版の『隋唐帝国と古代朝鮮』

（中公文庫「世界の歴史」６、２００８年３月）の

巻末に付した礪波「文庫版あとがきとしての

第１部補遺」の〈中国出土の文物から見たソ

グド人の活躍〉でも、山西省の太原市や陝西

省の西安などでつづき、研究者を驚喜させて

いる、と簡単に述べた。

　それから１年、唐代における胡人集落の存

在について、洛陽龍門研究院の張乃翥により
「洛陽景教経幢与唐東都“感徳郷”的胡人聚

落」（『中原文物』２００９年第２期）が発表され

た。張は、隋唐洛陽城の東南方一帯、龍門東

北の平原地帯から、史喬如墓誌・安思泰浮

図・康法蔵祖墳記・安菩薩墓誌・阿羅憾墓誌

などの多くの石刻が出土しているのを根拠に

して、唐朝は異民族を懐柔する意味をもたせ

た“感徳郷”を設置していたこと、景教経幢

もその“感徳郷”から出土していたことの重

要性を特筆した。なお、この景教経幢出土の

情報を入手して真っ先に活躍したのは、『唐

代景教再研究』（中国社会科学出版社、２００３

年）の著者林悟殊であった。

　林は、『唐代景教再研究』所収の「所謂李氏

旧蔵敦煌景教文献二種辨疑」において、羽田

亨「大秦景教大聖通真帰法讃及び大秦景教宣

元至本経残巻について」（『東方学』第一輯、

１９５１年）が吟味した小島靖将来の敦煌景教文

献二種に検討を加え、いずれも敦煌経洞から

出たものではない、と結論していた。今回の

唐代洛陽の“感徳郷”から出土した『大秦景

教宣元至本経』と同『幢記』によって、林の

見解の正しいことが確認され、敦煌所出の景

教文献として扱った羽田の論考は顧慮すべき

でないことになった。


